
ＴＥＬ　：

（ ）

対面授業 遠隔授業

2026 年 4 月 9 日 木 ～ 2027 年 月 21 日

＜毎週 木曜日＞ 2 ： ～ 12 ： 10

％

％

％

％

回

1 4 月 9 日

2 4 月 16 日

3 4 月 23 日

4 4 月 30 日

5 4 月 30 日

6 5 月 7 日

7 5 月 14 日

8 5 月 21 日

9 月 日

10 月 日

11 月 日

12 月 日

13 月 日

14 月 日

15 月 日

科目番号 23 科目名 老年看護論

英 文 科 目 名 Elderly Nursing

実 施 方 法 対面・遠隔併用

大学・短期大学名 聖泉 大学

連 絡 先
滋賀県彦根市肥田町720

0749-43-3600 ＦＡＸ　： 0749-43-5210

担 当 教 員 古川　智恵 看護 学部 教授

なし

教 室 名 会場

授 業 期 間
5 （木）

時限・講時 10 40
超過時の選考方法 先着順

成 績 評 価 方 法

定 期 試 験 （ 筆 記 ） 70

レ ポ ー ト 試 験 （ 期 末 ） 30

平 常 点 （ 出 席 ・ 授 業 態 度 ） 0

そ の 他 （ ） 0

あり（ ）円

認知症の高齢者の支援

＜講義概要・到達目標＞
高齢期を生きる人の心身の特性をとらえ、衰退の一面だけでなく高齢期の発達課題に向き合う姿を含め
て理解する視点を概説する。高齢者を取り巻く環境、特に家族・地域・社会制度と関わりあいながら生活
している現在の状況を、文献等から読み取り個人・グループで考察する課題に取り組む。その上で、高
齢者の健康生活を支援する看護の基本的な考え方について概説する。
<到達目標＞
1．高齢者を時間軸と関係軸から捉え、老年期の特徴を説明できる
2．高齢者の発達課題と発達を支援する看護について説明できる
3．高齢者を取り巻く社会制度について説明できる
4．高齢者の特性を5つの側面から捉え、それらの相互関係を説明できる

＜授業スケジュール＞

月日 テーマ・キーワード

老年看護を理解するための基盤

老年看護の理念と目標

老年看護に活用できる理論・概念

老年看護の対象理解（4/30　9：00～10：30）

対象把握のためのアセスメント（4/30　10：40～12：10）

高齢者の健康回復・維持への支援

そ の 他 特 記 事 項
各回、事前・事後課題を課す。授業外学習時間は事前と事後を合わせて30時間以
上とする。課題のフィードバックは、課題に応じて個別または全体に行う。

別 途 負 担 費 用

＜教科書・参考書＞

南江堂　老年看護学概論（改訂第4版）

生かし生かされる地域づくり
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